
　

◆ 社会科地理の授業を通して養う力と態度 ◆

①　我が国の国土及び世界の諸地域に関して、地域の諸事象や地域的特色を理解するとと
　　もに、調査や諸資料から地理に関する様々な情報を効果的に調べまとめる技能を身に
　　付けるようにする。
②　地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、位置や分布、場所、人間と自
　　然環境との相互依存関係、空間的相互依存作用、地域などに着目して、多面的・多角
　　的に考察したり、地理的な課題の解決に向けて公正に選択・判断したりする力、思
　　考・判断したことを説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。
③　日本や世界の地域に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野にそこで見ら
　　れる課題を主体的に追及、解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な
　　考察や深い理解を通して涵養される我が国の国土に対する深い理解、世界の諸地域の
　　多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さについての自覚などを深める。

２年 時間数 ２/　週

使用教科書

副　教　材

・中学生の地理（帝国書院）

Ａ　最新地理資料集（明治図書）
Ｂ　中学校社会科地図（帝国書院）
Ｃ　最新地理資料集（明治図書）
Ｄ　よくわかる社会の学習　地理２（明治図書）
Ｅ　Win Pass 地理（文理）
Ｆ　整理と対策　社会（明治図書）
　
　㊟Ｄ～Ｆは課題を中心に活用する。
  ※　随時、ｉＰａｄも活用する。

教　科 社会科 地理分野 学　年

学習の目標



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1

2

1

1

2

3

4

5

6

1 ● ●

2 ●

1 ● ●

2 ● ●

3 ● ●

4 ● ●

5 ● ●

6 ● ●

7 ● ●

4 ● ●

● ●

北海道地方

復習・発展・演習

中国・四国地方

近畿地方

中部地方

関東地方

東北地方

地域のあり方

第
３
部

3

九州地方

地域調査のしかた

日本の地域的特色

日本の諸地域

第
１
部

第
２
部 2

アジア州

南アメリカ州

オセアニア州

３学期

世界の諸地域

ヨーロッパ州

アフリカ州

北アメリカ州

２学期

世界の姿

復習・発展・演習

日本の姿

人々の生活と環境

評価基準

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 主体的に学習に取り組む態度

我が国の国土と歴史、現代の政治、経
済、国際関係等に関して理解するとと
もに、調査や諸資料から様々な情報を
効果的に調べまとめる技能を身に付け
るようにすることができる。

社会的事象の意味や意義、特色や相互
の関連を多面的・多角的に考察した
り、社会に見られる課題の解決に向け
て選択・判断したりする力、思考・判
断したことを説明したり、それらを基
に議論したりすることができる。

社会的事象について、よりよい社会の
実現を視野に課題を主体的に解決しよ
うとする態度を大切にするとともに、
多面的・多角的な考察や深い理解を通
して涵養される我が国の国土や歴史に
対する深い理解、国民主権を担う公民
として、自国の平和と繁栄を図ること
や、他国や他国の文化を尊重すること
の大切さについての自覚などを深める
ことができる。

評価の仕方
・定期試験及び授業や作業への取り組み
・授業中の小テストや課題の提出状況など

教科書 単　　　　　元

各月における進度予定

１学期



使用教科書

副　教　材

・新編　新しい社会　歴史（東京書籍）

Ａ　中学歴史資料集　学び考える歴史（浜島書店）
Ｂ　よくわかる社会の学習　歴史２・３（明治図書）
Ｃ　Win Pass 歴史（文理）
Ｄ　整理と対策　社会（明治図書）
　
　㊟Ｂ～Ｄは、課題を中心に活用する。
  ※　随時、ｉＰａｄも活用する。

学習の目標

◆ 社会科歴史の授業を通して養う力と態度◆

①　我が国の歴史の大きな流れを、世界の歴史を背景に、各時代の特色を踏まえて理解す
　　るとともに、諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる技能を身
　　に付けるようにする。
②　歴史に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推移、比
　　較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して多面的・多角的に考察したり、歴
　　史に見られる課題を把握し複数の立場や意見を踏まえて公正に選択・判断したりする
　　力、思考・判断したことを説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。
③　歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主
　　体的に追及、解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や探求を
　　通して涵養される我が国の歴史に対する深い理解、国民としての自覚、国家及び社会
　　並びに文化の発展や人々の生活の向上に尽くした歴史上の人物と現在に伝わる文化遺
　　産を尊重しようとすることの大切さについての自覚などをめ、国際協調の精神を養
　　う。

教　科 社会科 歴史分野 学　年 ２年 時間数 ２/　週



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1

2

1

2

3

1

2

1

2 ● ●

3 ● ●

●

1 ● ●

2 ● ●

3 ● ●

4 ● ●

1 ● ●

2 ● ●

3 ● ●

● ●

1 ◎

2 ◎

3 ◎

◎

※◎は３年生４～５月に実施。

第
７
章

新たな時代の日本と世界

復習・発展・演習

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

復習・発展・演習

戦後日本の出発

冷戦と日本の発展

明治維新

日清・日露戦争と近代産業

第一次世界大戦と日本

大正デモクラシーの時代

世界恐慌と日本の中国侵略

第二次世界大戦と日本

第
５
章

欧米の進出と日本の開国

第
６
章

日本列島の誕生と大陸との交流

ヨーロッパ人との出会いと全国統一

江戸幕府の成立と対外政策の変化

産業の発達と幕府政治の推移

欧米における近代化の進展

古代国家の歩みと東アジア世界

武士の政権の成立

ユーラシアの動きと武士の政治の展開

歴史をとらえる見方・考え方

身近な地域の歴史

世界の古代文明と宗教のおこり

評価の仕方
・定期試験及び授業や作業への取り組み
・授業中の小テストや課題の提出状況など

教科書 単　　　　　元

各月における進度予定

１学期 ２学期 ３学期

評価基準

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 主体的に学習に取り組む態度

我が国の国土と歴史、現代の政治、経
済、国際関係等に関して理解するとと
もに、調査や諸資料から様々な情報を
効果的に調べまとめる技能を身に付け
るようにすることができる。

社会的事象の意味や意義、特色や相互
の関連を多面的・多角的に考察した
り、社会に見られる課題の解決に向け
て選択・判断したりする力、思考・判
断したことを説明したり、それらを基
に議論したりすることができる。

社会的事象について、よりよい社会の
実現を視野に課題を主体的に解決しよ
うとする態度を大切にするとともに、
多面的・多角的な考察や深い理解を通
して涵養される我が国の国土や歴史に
対する深い理解、国民主権を担う公民
として、自国の平和と繁栄を図ること
や、他国や他国の文化を尊重すること
の大切さについての自覚などを深める
ことができる。


